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　第 39 回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集会における下記プログラムは、日本形成外科学会の形成外科領

域講習（1 講習、1 単位）と共通講習を兼ねることとなりました。

現地参加 / オンデマンド配信視聴後、いずれの形でも単位取得が可能ですが、取得方法が異なりますので、

ご注意ください。

【現地参加で受講する場合】

  1）日本形成外科学会会員カードをお持ちの方

    　�現地参加の方は、そのまま会場にて希望する講習を受講してください。講習終了後、会場出口に設

置 される IC カードリーダーに各自で日本形成外科学会会員カードをかざすと受講の記録がなされ

ます。IC カードリーダー への登録は講習終了 10 分前～講習終了後 10 分以内の退出時にお済ませ

ください。

    　�学会終了後一週間程度で 一般社団法人日本形成外科学会 Web の会員マイページ内、「専門医ページ」

に受講状況を反映しますので、反映後 1 ヶ月以内に各自で会員カードを利用し、必ず受講料（1 単

位につき 1000 円）の決済を行ってください（決済期間 を過ぎると受講単位を取得できません）。決

済が完了すると、自動的に単位が付与され、会員マイペー ジに反映されます。以上で受講単位の登

録が完了します。 会員カードの受講証明は会員マイページ「専門医ページ」に記載されますので、

受講証明書の発行 はありません。 【注意】 誤ってご家族用の FAMILY カードをお持ちの場合はカー

ド受付がなされませんので、必ず「PRS ＊＊＊＊＊＊＊」と記載されたご本人のカードをご持参く

ださい。

    　※�現地参加の受講の際の注意

    　・講習開始後 10 分を過ぎての入室の場合、退室時のカード受講登録を行わないでください。

    　・�IC カードリーダーへの登録は講習終了 10 分前～講習終了後 10 分以内の退出時にお済ませくださ

い。

    　・終了前 10 分より前の途中退室の場合はカードの受講登録はできません。

  2）現地参加の方で、日本形成外科学会会員カードをお持ちでない方

    　�受付においてある形成外科領域講習・共通講習申込書にご記入の上、形成外科領域講習・共通講習

受付までお越しください。受講料は 1 単位につき 1,000 円（当日受付）です。受講料と引き換えに

受講証明書用紙をお渡しいたしますので、従来通り、後援終了後に受講証明書の日形会保存用（上

半分）を会場出口で提出することで単位取得可能です。なお、単位不要の方は無料です（受講申し

込みは不要）。

  3）Web 配信で受講する場合

    　�　オンデマンド配信（講習受講者専用ページ）にて希望する講習をそのまま受講してください。受

講を終了されますと、自動的に受講の記録がなされます。その後の手続きにつきましては、1）と同

様です。

形成外科領域講習・共通講習のご案内



— 20 —

【形成外科領域講習の対象セッション】

  1）招待講演 1

    　テーマ：「OGS Program in Chang Gung Craniofacial Center」

    　演　者：Yu-Ray Chen（Chang Gung Craniofacial Center, Taoyuan, Taiwan）

    　演　者：Chuan-Fong Yao（Chang Gung Craniofacial Center, Taoyuan, Taiwan）

    　日　時：11 月 11 日（木）　13：30-14：30

    　会　場：第 1 会場（花 AB）

  2）招待講演 2

    　演題名：「ヒトはなぜ顎変形を起こすのか、機能異常を治す顎変形症治療の実践」

    　演　者：外木　守雄（日本大学歯学部　口腔外科学第一講座主任教授）

    　日　時：11 月 12 日（金）　10：20-11：20

    　会　場：第 1 会場（花 AB）

  3）シンポジウム 1

    　テーマ：「頭頸部再建の Trinity 機能・整容・安全性 －切除範囲に応じた最適解－」

    　日　時：11 月 11 日（木）　9：00-10：30

    　会　場：第 1 会場（花 AB）

  4）シンポジウム 2

    　テーマ：「明日の顔面骨折治療を支える trinity －デバイス、イメージング、シミュレーション－」

    　日　時：11 月 11 日（木）　14：40-16：10

    　会　場：第 1 会場（花 AB）

  5）シンポジウム 3

    　テーマ：「顔面輪郭形成の最前線 －究極のバランスを求めて－」

    　日　時：11 月 11 日（木）　9：00-10：30

    　会　場：第 2 会場（扇）

  6）シンポジウム 4

    　テーマ：「唇顎口蓋裂治療の未来を語る」

    　日　時：11 月 11 日（木）　14：40-16：10

    　会　場：第 2 会場（扇）

  7）シンポジウム 5

    　テーマ：「同種顔面移植 －我が国の現況と展望－」

    　日　時：11 月 12 日（金）　9：00-10：10

    　会　場：第 1 会場（花 AB）
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  8）シンポジウム 6

    　テーマ：「Faces 顔面アンチエイジングの最前線」

    　日　時：11 月 12 日（金）　14：50-15：55

    　会　場：第 1 会場（花 AB）

  9）シンポジウム 7

    　テーマ：「小児頭蓋変形の trinity －機能・整容・成長－」

    　日　時：11 月 12 日（金）　12：40-13：50

    　会　場：第 1 会場（花 AB）

10）シンポジウム 8

    　テーマ：「こうすれば必ずうまくいく －小耳症手術の未来－」

    　日　時：11 月 12 日（金）　14：50-15：55

    　会　場：第 2 会場（扇）

【共通講習の対象セッション】

（医療倫理）

  1）教育講演

    　演題名：「医療機器開発に向けた PMDA の取り組み」

    　演　者：金田　悠拓（独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 医療機器ユニット 医療機器審査第二部）

    　日　時：11 月 11 日（木）　10：40-11：40

    　会　場：第 1 会場（花 AB）


